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序一本論の課題一
　平成16年2月に出された文化審議会答申では，従来の国語科の中の読書指導や学校図書館
の読書指導という考えとは違う新しい考え方を示している。それは，国語科の読書指導とは別
途に読書活動をすべきことを提案していることである。
　その文化審議会答申の「中間まとめ」には，大学における「読書科」の設置をも記されてい
たが，それについては最終答申では削除された。答申前の平成13年12月には「子どもの読書
活動の推進に関する法律」が制定され，答申後の平成17年7月には「文字・活字文化振興法」
が制定された。この「文字・活字文化振興法」の施行に伴なう施策の展開を，活字文化議員連
盟が三項目26点にまとめて提示した。その②項目の第二では，〈教員養成課程への「図書館科」
（仮称）または「読書科」（仮称）などの導入による教員の資質の向上〉を提案している。また，
全国学校図書館協議会は，〈教育課程に「読書の時間」を設定していきたい〉という考えを持っ
ている〈『学校図書館』2006年3月　衆参両院議員への「学校図書館の整備充実についてのお
願い」〉。私は，大学より先行して小学校・中学校・高等学校に，「読書の時間」ではなく「読書
科」を設置していく必要があり，その上で大学にも「図書館科」ではなく「読書科」が必要で
あると考えている。本論においては，小学校・中学校・高等学校における「読書科」の設置に
ついて論じていく。
1　これまでの学校図書館および国語科の読書指導
1．　学校図書館の読書指導の実態
　学校図書館と読書指導との関連では，これまではよく「学校図書館の読書指導」ということ
が言われてきた。この意味は，「学校図書館」という「場」が読書指導する，ということではな
い。あくまでも指導するのは，学級担任や教科担任としての教員であることを，はっきりさせ
ておきたい。これまでは，このことがあいまいであった。
　現在の学校図書館は「読書センター」と「学習情報センター」の二っの機能を有することが
求められている。では，そのような二つの機能を使っての学習活動，読書活動全般の展開は，
どのように考えればよいのか，それは「読書学習」であり，「国語科での読書学習」，「理科や社
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会科での調べる学習」「総合的な学習での調べ学習」「学校図書館の利用指導」などを含めた概
念である。これらは今後も推進していかなければならない。
2．　国語科の読書指導
　現状において公立の小学校・中学校・高等学校において「読書科」がない以上，読書教育の
中心は国語科と考えてよい。昭和50年代以後，児童生徒の読書が振わなくなったということ
が，特に「5月一ヵ月に一冊も本を読まなかった」児童生徒が増えたという，全国学校図書館
協議会の調査結果をもとにして，諸方面から取り上げられた。文部省（文部科学省）も本腰を入
れてこの対策に取り組み始め，平成元年版の学習指導要領以後は読書指導が重視されている。
この間には，学校図書館を中心として児童生徒の読書環境も整備され，朝の読書も強力に推進
された。また，児童文学関係の読書が読書であるという考えが根強かったものが，調べ学習に
おける図書資料の活用も読書活動であるという考え方が浸透していった。それには，国語科に
おける読書活動推進についての課題意識や，総合的学習における調べ学習の展開も大きく寄与
した。しかし，この先さらに，読書が学力の下地となり，学力と直接結びつき，現代の教育課
題の解決に結びっいているということを理論と実践面から証明していかなければ，ただ読書し
さえすればよい，ということで終わってしまうのではないかという危機感を，私は持っている。
　全国大学国語教育学会が編集した『国語科教育研究の成果と課題』（2002年6月）では，「読
むことの学習指導」の一つの分野として「読書研究」を位置づけ，成果と課題を二論文で示し
ている。一本目は塚田泰彦「読書心理学の成果と展望」であり，二本目は増田信一「読書指導
の理論・実践研究の成果と展望」である。
　このうちの「読書指導の理論・実践研究の成果と展望」においては，課題を次のように示し
ている。第一に利用指導の場と指導方法をどうするか，第二にコンピュータを授業展開で有効
に活用する実践，第三に「考え読み」の力を高めていくこと，である。この三点については，
平成20年現在であっても課題であることに変わりはない。
　特にこの中では，第三の〈「考え読み」のカを高めていく〉ことが，大変重要である。読書
との関連においては，ただ読むだけではなく，そこから取り出した内容に対して自分なりの考
えを付加したり，対置したりするというところまで指導していく必要がある。今後は，国語科
及び参考図書などの利用指導とも関連させて，「引用」の指導が課題となってくる。これらを「読
書科」で担っていくべきである。
3．　　「読書科」設置に向けて
　児童生徒の読書を論ずる場合は，彼らの生活全般がどのようなものであり，また，どのよう
な文化あるいはメディアの中にいるのか，そして，その中での読書の占める位置を考えていか
なくてはならない。メディアとの関連についてはこれまでも「マンガと読書指導」「テレビ時代
の読書指導」「映像時代の読書指導」等のように論じられてきた。現代においてはパソコン，ゲ
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一ム，ケータイを含めた児童生徒の生活実態と関連させて考えていかなくてはならない。家庭
での読書は，ほとんど期待できないと判断した方がよい。
　戦後の教育の推移からわかることは，「ゆとりの時間」ができたり，国語科で読書を重視する
かしないかで，児童生徒の読書に揺れがあったということである。そこから，読書の重要さに
鑑み，平成以後に「子どもの読書活動推進法」や「文字・活字文化振興法」を制定することと
ならた。しかし，法を制定したからといってそれで児童生徒の読書が盛んになるということで
もなく，重要なのは，学校において実質の「読書の時間」を確保していくことである。
H　「読書科」に連環する新しい枠組みとしての広域読書学習学
　これまでの読書指導においては国語科が大きな位置を占めてきた。その国語科教育では，児
童文学を内包し，心理学と関連した読書科学が考えられていた。「読書科」として，新しく今後
は「創造教育」を枠組みに入れて，「教育学」及び「読書教育」の三つを連環した「広域読書学
習」を考えていきたい。それらについて提示していく。
1．　創造性の基礎を培う教育と読書教育の連環
　創造とは，それまでにない新しいものを作りあげることである。但し，学校教育においてこ
のように限定して実践を考えると，方向性が見えなくなってしまう。学校教育においては，そ
の児童生徒にとって新しい学習が成立することを，創造的な学習と考えていくとよい。
　創造性論に基づく創造教育は，意識した個人や学校が目常の実践過程で「創造性」を考慮し，
あるいは全国のほんの僅かな学校が校内研究として「創造性を育てる教育」に取り組んでいる
に過ぎない。児童生徒が新しい知の創造に向かうには，調べ学習では，テーマに対して種類の
違う情報媒体から得た情報を集めて，重ね合い，異質をも取り込みながら思考していかなくて
はならない。例えば，環境問題の中のある一つの小テーマでさえも多くの要因が複雑に内在し
ている。それに対して多くの情報を集めることに時間を費やすということよりも，情報媒体を
はっきりさせ，集める情報を限定して，それを基にして考えさせていくということの方が重要
である。学校教育では時間の限定があるのだから，情報量は少なくともよいのである。重要な
のは，「疑問を持って考えていく」ということである。小学校から校種，学年が上がるほど，自
分の考えを分量多く展開させるようにしていくべきである。
2．　教育学との連環
　学校教育界の一部では，読書が教育方法の一つであるということは認知されている。例えば，
細谷俊夫『教育方法　第4版』（1991年3月　岩波書店　2002年1月までに13刷となってい
る）は，「第七章　教授の過程」と「第八章教授の様式」でも取り上げていて，ただの読書だけ
では真の学習にはならないことを論じている。しかし，他には例えば，佐藤学『教育方法学』
　（岩波書店　1996）では読書にっいて全く触れておらず，また，『現代教育方法事典』（図書文
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化2004年10月）には，「読書」は独立の項目としては出てこない。
　このようなことから，これまで私は，読書は学習方法の一つであるという考えを提示してき
た。例えば，児童文学の読書そのものも読書の学習であるし，調べ学習によってテーマに対し
て自分の考えをまとめていくということも学習である。個人の楽しみとして読書した内容を学
校で話し合っていき，それを学習として教師が組織化していくことが必要である。これらのこ
との下地となるのが，朝の読書などの日常の読書である。物事についてのある普通の個人て児
童生徒）の考えには限界がある。それをっき破っていく方法の一つが，学級における話し合い
なのである。これらのことから，「読書による認識の発達」という考え方に繋がっていく。さら
に今後は，認知科学と読書の関係を考慮していく必要がある。
3．　児童生徒の自由読書からの発展一読書学習として一
　読書と学校の結びつきを強めていかなくてはならないということについては，多くの学校で
の理解が進み，全校一斉や学年一斉での読書が進展している。さらには，この先を考えていか
なくてはならない。それは，「朝の読書」などの自由読書で終わりにするのではなく，読書と学
力を結びつけていくべきであり，朝の個人読書から，学校が集団の場であるという条件のもと
での読書学習，集団読書を考えていかなくてはならないということである。
　集団読書がなぜ重要であり，必要なのか。同じ本を読み，それぞれがあるテーマについて自
分の考えを出し合うことで，他人の考えには，自分の考えと違う場合のあることを知り，そこ
からさらに自分の考えを深めていくというのが集団読書である。その過程で，自分と意見が違
う人とも話し合っていき，考えが同じ人とばかりではなく，違う考えの人ともコミュニケーシ
ョンをとっていくという方法を学ぶことになる。このコミュニケーション能力を培っていくと
いう点は，現代の学校教育の重要な課題の一つである。集団読書の場で自分の考えを他の人の
前で話し，他の人とコミュニケーションすることで，自分の考えを深めていくという読書の学
習を，これからはもっと盛んにしていく必要がある。
4。　読書に関する創造教育，教育学，読書学習の連環についての考え方
　多くの文化やメディアに接して読書をもしていくということは，必ずしも学校内での活動と
だけ結びついているとは限らないが，そのようにして摂り入れた内容は学校での学習の下地と
なっていく。そこから意識して読書の時間にいろいろな作品を読んで，共通の作品によって話
し合いを実施していくことで，それまでの体験が意識化されて経験となり，その過程で感性が
培われていく。また，そこでの話し合いによって他の人の感性も理解し，他の人の体験経験を
認めていく過程でコミュニケーションがなされる。さらに，テーマ読書や資料を用いての調べ
学習が定着することで，教科共通の学力となっていく。調べた内容を自分なりにまとめること
ができて，自分の考えをはっきり提示することができれば，その児童生徒にとっては創造的な
学習ということができる。このように新たに提示した教育学，創造教育，読書学習は相互に繋
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がっている。それは，ただ単に読書をすればよい，ただ調べ学習をすればよいという段階にと
どまらず，読書力，学力をつけていく指導にまで発展して，展開しなければならない。
皿　読書学習としての「読書科」の展開構想
1．　　「読書科」の意義と目的
　読書と学習への興味関心を呼び起こし，読書力を身につけ，自分の考えを持てるようにし，
心豊かに人間性を高めるとともに，調べ学習・課題学習・課題研究を進めることによって，自
ら課題を見つけ，自ら学び，自らの考えに基づいて主体的に判断し，より良く問題を解決する
資質や能力を身につけることが第一の目的である。次に，「子どもの読書活動の推進に関する法
律」第二条に，〈基本理念〉として次のように書いてある内容が重要である。「子どもの読書活
動は，子どもが，言葉を学び，感性を磨き，表現力を高め，創造力を豊かなものにし，人生を
より深く生きる力を身につけていく上で欠くことのできないものであることにかんがみ，（以下
略）。」と，ここに書いてあることは，全てにおいて学問的に既にはっきりと立証されていると
いうことではない。これらの内容は，現在から将来にかけての重要な課題なのである。「読書科」
は具体読書指導によって，「子どもの読書活動の推進に関する法律」の上記のような内容を身に
つけることが，第二の目的である。そして，第一と第二の目的となっている内容を学力として
児童生徒に定着させていくことに，重要な意義がある。
2．　　「読書科」の学習内容についての基本の構想
（1）　目標と時間
小学校下学年：読書を楽しみ，集団読書ができるようになり，調べ学習の基礎を身につける。
小学校上学年：読書に親しみ，集団読書で自分の意見を発表できるようになり，調べ学習での
　　　　　　　まとめ方を身につける。
中　学　校：読書力を伸ばし，集団読書で他の人の意見も聴き取りながら自分の考えを発表
　　　　　　　できるようになり，課題学習ではテーマのまとめで自分の考えを持てる。
高等学校：読書力を高め，集団読書で自分の考えを深めたり広めたりできるようになり，
　　　　　　　課題研究ではテーマのまとめに批判的な考えをも持つ力を身につける。
　時間については，現行の総合的な学習の時間の1時間を「読書科」として年間35時間確保
していきたい。小学校の1・2年生は国語科の1時間を「読書科」に振り向けることが可能で
ある。現行の三領域と総合的な学習の時間による教育課程の編成においては，このように考え
て実施し，実績を積み重ねていって「読書科」として定着させたい。
　（2）　　「読書科」の学習内容
　本論を貫いている，創造教育，教育学，読書学習の三観点から考えていく。一点目・創造性
を培う観点からの読書活動については，教科や総合学習の調べ学習に繋がる基本技能を学習し
ていく。また，考える読書から創造性の育成につながる読書活動をしていく。二点目・教育学
の観点からは，学習の下地となるような楽しむ読書をし，学習方法の一つとして調べ学習を展
開していく。三点目・読書学習の観点からは，感性を培い，思考力を育てるコミュニケーション
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読書を展開していく。
　以下，「読書科」の具体構想として，読書の三つの目的である楽しむ読書，考える読書，調べ
学習，そしてそれらの総合としてのコミュニケーション読書によって展開を考えていく。
　①楽しむ読書
　校種・学年や個人の発達段階に応じた作品の読書が基本である。発達段階ごとの作品を選択
する資料としては，全国学校図書館協議会・編集の『何をどう読ませるか』がある。小学校，
中学校，高等学校に分かれて編集され，小学校のみ低・中・高学年に分かれている。ある程度
のガイドラインを設定しておくことは，生徒の作品選択の助けになる。また，学校図書館の選
書とも関係してくることである。
　　『何をどう読ませるか』とは別に，筆者の研究から全国読書感想文コンクールで回数多く入
選となった読書対象作品と，全国学校図書館協議会の毎年の読書調査（6月実施）の45年分の
集計から，今後も読み継いでいってもらいたい作品を10点程度ずつ挙げておきたい。
　1」・学校下学年フィクションでは，『さっちゃんのまほうのて』『かたあしだちょうのエルフ』
『モチモチのき』『泣いた赤おに』『おおきなきがほしい』。ノンフィクションでは，『ファーブ
ル昆虫記』『アサガオたねからたねまで』『ひとのからだ』『むしばミュータンスのぼうけん』『エ
ジソン』。小学校上学年フィクションでは，『よだかの星』『くもの糸』『ああ無情』『アンクル
トム物語』『若草物語』。ノンフィクションでは，『野口英世』『悲劇の少女アンネ・フランク』
『五体不満足』『川は生きている』『ナイチンゲール』『自分の木の下で』。中学生フィクション
では，『ビルマの竪琴』『銀河鉄道の夜』『坊っちゃん』『赤毛のアン』『次郎物語』『高瀬舟』。ノ
ンフィクションでは，『アンネの日記』『マザー・テレサ』『愛深さ淵より』『ヘレン・ケラー』『シ
ュヴァイツァー』。高校生フィクションでは，『出家とその弟子』『風立ちぬ』『沈黙』『罪と罰』
『老人と海』。ノンフィクションでは，『夜と霧』『きけ，わだつみのこえ』『二十歳の原点』『ヒ
ロシマ・ノート』『沈黙の春』である。
　学校としては，以上のような作品を含めてJ「○○○学校ですすめる〇十冊の本」や，「卒業
までに読んでおきたい〇十冊の本」というような設定をして，読書を奨励していく。地域に関
連した作品，自然科学の作品，日本人女性の伝記が課題となる。作品の選定には，教師だけで
はなく児童生徒と保護者も巻き込んでいくとよい。次に，一定程度の期間自由読書が進んだら，
どのような内容の本を読書したのかにっいて，お互いにいろいろな表現活動と結びつけた発表
会を持つとよい。例えば，次のような活動である。
　小学校下学年では，絵だけの絵本に物語をつける，絵本の比較，劇化。小学校上学年では，
これらに加えて，エプロンシアター，理科系の本を実験などで紹介する，教科書で学習した作
者の他の作品紹介など。中学校では，絵本の比較，理科系の本を実験などで紹介する，教科書
で学習した作者の他の作品紹介，生徒によるブックトークなど。高等学校では，生徒によるブ
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ックトーク，ブックレポートなどである。
②調べ学習
　図書資料を中心とした調べ学習によって教科や総合的な学習の調べ学習につながる基礎技能
をつけていく。その参考となる資料としては，全国学校図書館協議会の「資料・情報を活用し
た学び方体系表」がある。その中で特に「読書科」が担うぺき重要な内容は，「資料からのまと
め方」についてである。この内容は，教科や総合的な学習での調べ学習において，現在でも具
体指導が不十分な内容である。資料を用いた一斉指導だけではなく個別指導をもしていき，そ
の成果を教科や総合的な学習の時間の調べ学習で生かしていくべきである。
　「資料からのまとめ方」については，参考図書を始めとした文献から，できるだけ必要な部
分をそのまま抜き書きすることから，校種に応じて引用を指導すべきである。そして，ここか
ら「まとめることができそうだ」ということになった場合に次の段階になり，調べた内容をど
のようにして組み立ててまとめていくのかについては，「羅列」あるいは「列挙」，「比較」，「分
析」，「関連」などの方法を指導していく。
　ここからさらに重要なのは「まとめ」た内容について，自分ではどのように考えるのかとい
うことを書いていく必要があるということである。小学校下学年での感想程度から，小学校上
学年，中学校，高等学校と上がるにつれて自分の考えを分量多く書くように指導していき，テ
ーマやまとめに対して必要があれば批判的な観点も導入していくべきである。調べ学習を単な
る調べで終わらせるのではなく学習としていくには，ここまで指導していく必要がある。
③考える読書
i絵を読んでいく絵本の読書絵の読みを言葉で表現するというものである。一冊の絵本で
も絵に注目して楽しむということができる。さらにもう一冊の絵本を持ちこんで，いろいろな
表現の違いを楽しむということができる。それは，原作者が同じでも，画家が違うと絵の表現
が違うということがあり，それを比べることで楽しんでいくということができるというもので
あり，絵本の比較ともいうべきものである。
iiテーマ読書　身近で価値のある自分で解決したい問題を「テーマ」設定して，複数の作品
や資料を読んで，自分の考えを形成し，さらに考えを深め，高めていく学習である。
iiiブックディベート　ディベートの手法を取り入れた読書学習のことである。討論に値する
テーマを探すために本を読み，各自が探してきたテーマを学級またはグループで検討してテー
マを設定し，討論の際に根拠としての情報を収集し，それに基づいて考えを述べる。小学校上
学年から取り組みたい。情報を収集し，根拠をはっきりさせた批半lj力をつけさせるために特に
中学校で，そして，論理的思考力を身にっけさせるために高等学校でも実践したい。
iv　読書感想文　選書から書き方まで指導して読書感想文を書かせることは作文指導の一つで
あり，また読書指導でも「考える読書」の一つとして重要である。
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V　読書レポート　読書した本について，その内容の要点を記録し，かつそれをある人に的確
に報告することである。本の内容を正確にとらえた後に自分の感想，意見や批判を書いてもよ
い。特に高校生に勧めたい活動である。
④総合としてのコミュニケーション読書
　学年の発達段階や学級の実情に応じて，ある特定の作品によって読書会を実施していく。先
に提示した，「読み継いでいってもらいたい作品群」の申でも，二ないし三作品によって実施し
ていく。コミュニケーション読書は，「考える読書」に含めてよい。
　ここまで提示した「読書科」での具体学習内容を，新しい枠組みで示すと，次の通りである。
創造教育の観点：児童生
kにとっての新しい学習
燉eの成立。
教育学の観点：学習一般
ﾌ下地となる。読書による
F識の発達。
読書教育の観点：思考力
窿Rミュニケーション能力
?gにつける。
楽しむ読書 想像の世界を楽しむ 絵本やマンガを含む 読書からの対話
調べ学習 テーマを設定してレポー
gをまとめるまでの一連の
w習
調べ学習の基本として，
ﾁに学習結果のまとめ方
ﾌ学習
調べ学習のまとめで自分
ﾌ考えをもつ
考える読書 絵本の比較など 読書レポート
uックディベート
コミュニケーション読書
ﾇ書感想文
3．読書活動のそれぞれの時間配分と指導者
　「読書科」を週1時間として，ここまでに述べた読書活動のそれぞれの時数配分は，学校に
おける読書実態や学年の発達段階や校種の特殊性によるところがある。小学校上学年と中学校
を標準にして次のような配分が考えられる。
　楽しむ読書（自由読書）　：10時間　　　調べ学習の基礎・基本の学習　：10時間
　考える読書　　　　　　　：10時間　　　コミュニケーション読書　　　：5時間
　この程度の時数配分を基にして，「朝の読書」などで読書の時間のある学校であれば，自由読
書の時数を減らして，考える読書やコミュニケーション読書の時数を増やしていく。
　「読書科」の授業の担当者は，司書教諭が専科ということであれば，20学級・一週20時間
程度ならば実施可能である。但し，学校司書がいればという条件つきである。この時間を使っ
て，皿一2で示した内容の授業を展開していくべきである。
　なお，司書教諭としては，各学年の総合的な学習あるいは教科の学習が調べ学習である場合
はその援助をしたり，TTとして学年や学級の中に入っていきたい。司書教諭が専科や専任（授
業を持つことを前提として）ではなく，せいぜい数時間の空き時間を保証される程度では，他
の学級の「読書科」の授業を実施するということはできない。このような場合は，学級担任が
実施することになる。一時的には，このような過渡の時期があることは考えられる。
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